
る
通
航
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
金
門
島
と
は
大
金
門
島
、
小
金
門
島
を
は
じ
め
と
す

る
、
大
小
一
二
か
ら
成
る
島
嶼
の
総
称
で
あ
る
。
地
図
上
で

み
れ
ば
わ
か
る
と
お
り
、
台
湾
島
か
ら
西
に
約
二
七
〇
キ
ロ

離
れ
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
が
、
中
国
本
土
か
ら
は
わ
ず
か

数
キ
ロ
し
か
離
れ
て
い
な
い
。

　
ア
モ
イ
の
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
行
く
こ
と
約
二
〇
分

で
、
中
華
民
国
の
領
海
に
入
る
。
フ
ェ
リ
ー
内
は
中
国
人
観

光
客
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
る
。
そ
の
日
は
激
し
い
雨
が
降
っ

　　　敵方の上陸を阻止するために海岸線に沿って埋め込まれた無数の鉄の杭「軌條砦」

金門島
―中国と台湾のかつての前哨戦の地―

■ フォトエッセイ ■

写真・文	 松本はる香		
	 Haruka	Matsumoto

　
中
国
大
陸
の
ア
モ
イ
（
廈
門
）
か
ら
台
湾
の
金
門
島
へ

フ
ェ
リ
ー
で
渡
る
。
か
つ
て
中
国
と
台
湾
の
間
の
直
接
通
航

は
長
年
禁
じ
ら
れ
て
い
て
、
海
峡
両
岸
を
往
来
す
る
際
に

は
、
香
港
な
ど
の
第
三
の
地
を
経
由
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
一
年
に
民
進
党
の
陳
水
扁
政
権
下
で

「
小
三
通
」（
通
航
・
通
商
・
通
信
の
限
定
的
解
禁
）
が
開
始

さ
れ
て
以
来
、
中
国
人
と
台
湾
人
の
限
定
的
な
通
航
が
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
八
年
の
国
民
党

の
馬
英
九
政
権
の
発
足
以
降
、
第
三
国
の
外
国
人
の
船
に
よ

大金門島

小金門島
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て
い
た
た
め
、
船
の
窓
か
ら
み
え
る
小

さ
な
島
に
掲
げ
ら
れ
た
「
三
民
主
義
統

一
中
国
」（
三
民
主
義
に
よ
る
中
国
統

一
）
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
看
板
文
字
は
霞

ん
で
薄
っ
す
ら
と
し
か
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
金
門
島
へ
渡
る
直
前

に
、
対
岸
の
ア
モ
イ
の
海
岸
に
設
置
さ

れ
て
い
た
「
一
国
両
制
統
一
中
国
」（
一

国
二
制
度
に
よ
る
中
国
統
一
）
の
巨
大

な
看
板
を
目
に
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
た

め
か
、
非
常
に
印
象
的
に
映
っ
た
。
お

よ
そ
一
時
間
余
り
で
金
門
島
の
水
頭
埠

頭
に
到
着
し
た
後
、
中
華
民
国
の
入
境

検
査
を
受
け
る
。
こ
こ
が
中
国
か
ら
台

湾
へ
の
事
実
上
の
入
り
口
だ
。

　
翌
朝
、
大
金
門
島
か
ら
さ
ら
に
小
さ
な
フ
ェ
リ
ー
に
乗
船

し
て
わ
ず
か
十
数
分
、
小
金
門
島
に
渡
る
。
小
金
門
島
の
史

跡
、
仙
姑
烈
女
廟
を
訪
れ
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
ド
ー
ン
、
ド
ー
ン
、
ド
ー
ン
」
と
打
ち
上
げ
花
火
が
至
近

距
離
で
炸
裂
し
た
よ
う
な
大
き
な
音
が
背
後
で
し
た
。

　
驚
い
て
振
り
向
く
と
「
デ
ィ
ー
レ
イ
！
　
デ
ィ
ー
レ

イ
！
」
と
い
う
地
元
民
の
叫
び
声
が
聞
こ
え
た
。
突
然
の
こ

と
で
、
一
瞬
意
味
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の
耳
慣
れ

な
い
「
デ
ィ
ー
レ
イ
」
と
は
、
中
国
語
で
「
地
雷
」
と
い
う

意
味
で
あ
っ
た
。
近
所
で
露
天
を
営
む
土
産
物
屋
の
店
主

が
、
廟
の
す
ぐ
そ
ば
で
地
雷
の
撤
去
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る

と
教
え
て
く
れ
た
。

　
冷
戦
時
代
の
初
期
、
蒋
介
石
政
権
は
国
共
内
戦
に
敗
れ

て
、
中
華
民
国
を
台
湾
へ
遷
都
し
た
後
、
金
門
島
を
毛
沢
東

政
権
と
の
前
哨
戦
の
地
と
位
置
づ
け
た
。
そ
れ
以
降
、
ア
モ

　　　小金門島行きのフェリー内―兵役中の若い兵士の姿もある

観光用に置かれた戦車―対岸に薄っすらと見えるのはアモイの街だ 　　　共産党軍の迫害から逃れて自ら海に身を投げた女性を祀る仙姑烈女廟

アモイの海岸線にある「1国 2制度による中国統一」の巨大な看板
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イ
に
隣
接
す
る
金
門
島
は
「
大
陸
反
攻
」
の
軍
事
的
基
地
と

し
て
要
塞
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
中
国
の
人
民
解
放
軍
が
、
一
九
五
四
〜
五
五
年
と
一
九

五
八
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
金
門
島
等
に
向
け
て
砲
撃
を

行
っ
た
。
こ
れ
が
第
一
次
・
第
二
次
台
湾
海
峡
危
機
の
戦
場

と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
金
門
島
の
一
面
で
あ
る
。

　
当
時
、
金
門
島
に
は
、
人
民
解
放
軍
の
上
陸
作
戦
を
文
字

ど
お
り
水
際
で
食
い
止
め
る
た
め
に
、
海
岸
線
に
幾
重
に
も

わ
た
っ
て
地
雷
が
埋
め
込
ま
れ
た
。
と
り
わ
け
、
中
国
大
陸

と
隣
接
す
る
小
金
門
島
の
海
岸
線
が
大
規
模
な
地
雷
原
と

な
っ
た
。
近
年
、
中
国
と
台
湾
の
緊
張
緩
和
に
よ
っ
て
、
金

門
島
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
地
雷
の
撤
去
作
業
が
続
け
ら
れ
て

い
る
が
、
作
業
は
思
い
の
ほ
か
難
航
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
金
門
島
は
島
全
体
が
要
塞
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
至
る

と
こ
ろ
に
戦
時
中
に
作
ら
れ
た
巨
大
な
地
下
坑
道
や
防
空
壕

等
の
戦
跡
が
残
っ
て
い
る
。
大
金
門
島
の
南
西
部
に
あ
る
翟

山
坑
道
は
、
海
に
繋
が
る
巨
大
な
地
下
運
河
の
よ
う
な
構
造

を
し
て
お
り
、
小
型
船
舶
や
上
陸
艇
の
基
地
の
役
割
を
果
た

し
た
。
ま
た
、
島
の
最
北
端
に
あ
る
馬
山
観
測
所
に
は
、
中

国
大
陸
の
監
視
や
宣
伝
工
作
活
動
が
行
わ
れ
た
当
時
の
様
子

が
現
在
も
残
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
金
門
島
の
海
岸
線

に
沿
っ
て
、
黒
い
鉄
の
杭
の

よ
う
な
も
の
が
無
数
に
埋
め

込
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、

中
国
の
人
民
解
放
軍
の
上
陸

作
戦
を
阻
止
す
る
た
め
の
い

わ
ば
防
衛
柵
で
あ
り
、
敵
方

の
船
が
接
岸
で
き
な
い
よ
う

に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
緊

海に向かって造られた小さな石の要塞に大砲が置かれている

　　　地下坑道のなかの様子―その先は海に繋がっている

馬山観測所に掲げられていたスローガン
―「還我河山」（われらの国土を返せ）

　　　馬山観測所の長い地下道
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迫
し
た
状
況
は
も
は
や
過
去
の
も
の
で
あ
っ
て
、
金
門
島
は

様
変
わ
り
し
て
い
る
と
言
え
そ
う
だ
。
現
在
、
金
門
島
に
あ

る
戦
跡
の
大
部
分
は
一
般
公
開
さ
れ
て
、
地
元
の
観
光
資
源

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
海
岸
線
沿
い
の
白
浜
で
は
、
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
を
着
た
花
嫁
た
ち
が
写
真
撮
影
を
行
う
と

い
っ
た
平
和
な
光
景
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　「
将
来
の
金
門
と
ア
モ
イ
は
和
解
の
門
、
平
和
の
門
、
協

力
の
門
に
な
る
」
二
〇
〇
八
年
八
月
下
旬
、
台
湾
の
総
統
の

馬
英
九
は
、
第
二
次
台
湾
海
峡
危
機
五
〇
周
年
式
典
で
演
説

し
た
。
実
際
に
、
国
民
党
が
政
権
復
権
し
て
以
降
、
本
格
的

な
「
三
通
」（
通
航
・
通
商
・
通
信
）
が
解
禁
さ
れ
て
、
経

済
面
に
お
け
る
両
岸
交
流
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
ま

まつもと　はるか／アジア経済研究所　東アジア研究グループ　副主任研究員

主著に “The First Taiwan Strait Crisis and China’s ‘Border’ Dispute around Taiwan”
（Eurasia Border Review, 2012）、「海峡両岸対話の再開と平和協定の将来像─攻勢

を強める中国と選択肢の狭まる台湾」（『中国 21』Vol.36、2012 年）等。

た
、
二
〇
一
二
年
か
ら
一
三
年
に
か
け
て
、
中
国
で
は
胡
錦

濤
か
ら
習
近
平
へ
と
政
権
が
移
行
し
た
。
台
湾
と
の
関
係
が

深
い
福
建
省
で
の
、
習
近
平
の
若
い
頃
の
実
務
経
験
を
踏
ま

え
て
、
今
後
、
両
岸
関
係
が
何
ら
か
の
形
で
動
く
の
で
は
な

い
か
と
い
っ
た
憶
測
も
飛
び
交
っ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
金

門
と
ア
モ
イ
の
間
に
橋
を
架
け
る
構
想
や
、
水
不
足
の
金
門

島
に
向
け
て
、
中
国
大
陸
か
ら
水
を
供
給
す
る
と
い
っ
た
計

画
が
実
現
に
向
け
て
動
き
始
め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
金
門
島
を
め
ぐ
る
一
連
の
動
き
が
、
中
国
と

台
湾
の
和
解
の
象
徴
と
な
る
の
か
、
或
い
は
、
単
に
中
国
共

産
党
政
府
に
よ
る
統
一
工
作
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
な
の

か

─
そ
の
本
質
を
見
極
め
る
た
め
に
も
、
い
ま
し
ば
ら
く

は
こ
の
小
さ
な
島
を
め
ぐ
る
動
き
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

　　　写真撮影をする花嫁たちの平和な風景―その奥に見えるのは石の要塞の跡だ

地元で有名な包丁屋の工房―中国から撃ち込まれた砲弾の破片を用いて包丁を作る

金門島の守り神の風獅爺―沖縄のシーサーにも似ている

民俗村に再現された福建風の伝統的な建物
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